
　

伊
賀
市
議
会
９
月
定
例
月
会
議
で
、
令
和
４
年

度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
端
数
処
理
の
都
合
上
、
決
算
書
の
数
値
と
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
概
要

　

市
の
借
金
の
減
少
や
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
も

市
税
収
入
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
、
地
方
交
付
税

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
実
質
収
支

は
18
億
１
３
１
１
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
全
な
財
政
運
営  

を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

基
準
と
な
る
指
標
は
５
ペ
ー
ジ
に
記
載

【
問
い
合
わ
せ
】　

財
政
課

　

☎
 22
・
９
６
０
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℻  
24
・
２
４
４
０

　

za
ise
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a
.lg
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特集

令
和
４
年
度　

伊
賀
市
の

決
算

健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

一般会計

市税（30.3%）

　143億 7,507万円

人件費（20%）

　90億 6,521万円

物件費（19%）

　86億 4,370万円

扶助費（15.2%）

　69億 439万円

補助費等（14.3%）

　65億 609万円

公債費（12.6%）

　57億 3,825万円

普通建設事業費（7.2%）

　32億 6,794万円

その他（11.7%）

　52億 8,916万円

地方交付税（23.2%）

　110億 1,011万円
国庫支出金（14.3%）

　68億 936万円

県支出金（6.6%）

　31億 5,723万円

市債（5.8%）

　27億 5,085万円

その他（19.8%）

　94億 507万円

475億769万円

歳　入

454億1,474万円

歳　出

歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた額から、

翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた額

実質収支　
は 18 億 1,311 万円の黒字です

＊1

＊1

＊2

＊2

特別会計

市有財産の状況

市債残高（市の借金） 基金残高（市の貯金）

各費目の主な事業

　市には、国民健康保険事業など６つの特別会計と２つの財産区会計があります。特別会計全体の基金残高は約

19 億円で、前年度と比べると約２億円の増、市債残高は令和４年度中に約 300 万円の償還が完了したため０円です。
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543

555
548

533

518

490

（議会費）議員報酬・手当等

（総務費）シティプロモーション推進事業

（民生費）自立支援等給付事業

（衛生費）ごみ中継施設維持管理経費

（労働費）雇用、勤労者対策事業

（農林業費）団体営ため池等整備事業

（商工費）商工振興経費

（土木費）臨時地方道整備事業

（消防費）消防団本部管理経費

（教育費）給食センター管理運営経費

（災害復旧費）公共土木施設災害復旧事業

（公債費）市債元金償還金

1億 8,504万円

10億7,828万円

22億1,737万円

7億3,056万円

4,132万円

4億1,690万円

7億6,163万円

2億6,859万円

1億4,180万円

2億9,901万円

7,301万円

55億1,613万円
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区　分 会計名 歳入額 歳出額 差引額 基　金

特別会計

国民健康保険事業 87 億 4,096 万円 87 億 2,178 万円 1,918 万円 7,340 万円

住宅新築資金等貸付 3,163 万円 3,163 万円 0 万円 ―

駐車場事業 4,414 万円 4,119 万円 295 万円 ―

介護保険事業 106 億 4,084 万円 101 億 6,537 万円 4 億 7,547 万円 13 億 8,218 万円

サービスエリア 2,886 万円 2,772 万円 114 万円 4,895 万円

後期高齢者医療 13 億 254 万円 12 億 9,917 万円 337 万円 ―

財 産 区
島ヶ原財産区 3,176 万円 3,062 万円 114 万円 2 億 8,451 万円

大山田財産区 1,570 万円 1,037 万円 533 万円 1 億 2,471 万円

合　　計 208 億 3,643 万円 203 億 2,785 万円 5 億 858 万円 19 億 1,375 万円

区　分 土　地 建　物 主な施設

行政財産
公用財産 97,854㎡ 29,676㎡ 庁舎、消防施設など

公共用財産 3,717,091㎡ 451,904㎡ 学校、図書館、公営住宅、公園など

普通財産 2,828,488㎡ 24,984㎡ 上記以外（山林など）

合　　計 6,643,433㎡ 506,564㎡

市民一人あたり

約57万円の借金

市民一人あたり

約20万円の貯金
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伊賀市の財政状況は？
　財政運営が健全であるかどうかは、地方公共団体の

財政状況を客観的に表す指標として財政健全化法に定

められている「健全化判断比率」で判断されます。健

全化判断比率は、地方公共団体の赤字の大きさ（実質

赤字比率、連結実質赤字比率）や借金返済額の大きさ

（実質公債費比率）、将来に負担が見込まれる実質的な

負債の大きさ（将来負担比率）を指標化したものです。

　実質公債費比率は昨年度数値より 改善しています

が、将来負担比率は債務負担行為に基づく支出予定額

の増加などにより昨年度数値を上回っています。しか

し、すべての指標で早期健全化基準・財政再生基準を

下回っており、健全な財政状況を維持しています。こ

の基準を超えると、健全化に向けた対策が必要とな

ります。

問上野総合市民病院病院総務課　☎  24-1111　℻  24-1565

　

上
野
総
合
市
民
病
院
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

装
置
更
新
や
麻
酔
器
、
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
、
全

自
動
尿
分
析
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を
購
入
し
診

療
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
館
地

下
機
械
室
各
種
ポ
ン
プ
更
新
工
事
や
手
術
室
系
統

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
更
新
工
事
な
ど
の

施
設
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
経
営
の
効

率
化
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
利
益
を
生
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
良
質
で
高
度
な
医
療
の
提
供
、
福
祉
の
増

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
運
営
の
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
、
経
営
改
善
を
さ
ら
に
進
め
、
市
民
の
負

託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。

令和４年度 １日平均（※）

外来患者数 72,518 298

入院患者数 62,046 170

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

病院事業収益 51 億 6,342 万円 51 億 9,742 万円 ― 増減額 3,400 万円

病院事業費用 50 億 7,413 万円 48 億 6,121 万円 ― 不用額 2 億 1,292 万円

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 5 億 2,311 万円 3 億 9,233 万円 ― 増減額 ▲ 1 億 3,078 万円

資本的支出 6 億 8,397 万円 5 億 4,114 万円 1 億 3,991 万円 不用額 292 万円

病

院

事

業
■利用状況　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

■市債残高　15 億 9,276 万円

■病院事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）

※外来患者 1 日平均人数＝外来患者数÷ 243 日（年間診療日）

財政健全 財政悪化

早期健全化基準

経営健全化基準

財政再生基準

黒字のため該当なし実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

健全化判断比率

※※令和３年度9.4％

※※令和３年度53.5％

伊賀市

66.7%

黒字のため該当なし

黒字のため該当なし

11.93% 20%

16.93% 30%

25%

350%

20%

35%
伊賀市

8.6%

特集 令和４年度　伊賀市の決算

問財政課

問上下水道部経営企画課　☎ 24-0001　℻  24-0006

問上下水道部経営企画課　☎ 24-0001　℻  24-0006

　

陽
光
台
地
内
な
ど
で
重
要
給
水
施
設
配
水
管
事

業
を
実
施
し
、
川
東
、
御
代
、
三
田
地
内
な
ど
で

は
送
水
管
や
配
水
管
の
更
新
事
業
に
取
り
組
ん
だ

ほ
か
、
小
田
浄
水
場
監
視
設
備
更
新
工
事
な
ど
設

備
機
器
の
更
新
を
実
施
し
、
安
定
し
て
水
道
水
を

供
給
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
的

影
響
を
軽
減
す
る
支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料

金
４
カ
月
分
の
減
免
を
行
い
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
は
、
計
画
的
に
管
路
更
新
や
設
備
機

器
の
更
新
を
行
い
修
繕
費
な
ど
の
経
費
削
減
に
努

め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
利
益
を
生
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
安
心
・
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
雨
水
公
共
下
水
道
の

基
本
計
画
策
定
と
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
柘
植

浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
の
耐
震
工
事
に
着
手
し
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
機
械
電
気
設
備
の
更
新
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
島
ヶ
原
処
理
区
統
廃

合
に
伴
う
事
業
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
西
高
倉
他
13
地
区

の
処
理
場
と
中
継
ポ
ン
プ
施
設
の
通
報
装
置
更
新

に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
山
地
区
を
西
高
倉

地
区
へ
統
廃
合
す
る
た
め
の
管
路
施
設
詳
細
設
計

を
行
い
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
は
、
令
和
５
年
２
月
に
下
水
道
使
用

料
を
改
定
し
、
業
務
の
効
率
化
に
努
め
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
利
益
を
生
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
下
水
道
普
及
率
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

水道事業収益 33 億 7,396 万円 33 億 7,751 万円 ― 増減額 355 万円

水道事業費用 31 億 5,835 万円 30 億 3,018 万円 0.02 万円 不用額 1 億 2,817 万円

令和４年度
令和３年度

からの増減

給水人口（人） 85,956 ▲ 1,378

給水戸数（戸） 40,122 57

年間総配水量　A（㎥） 13,891,500 103,796

年間総有収水量　B（㎥） 11,228,497 ▲ 236,204

有収率　B ／ A（％） 80.8 ▲ 2.4

令和４年度
令和３年度

からの増減

行政区域内人口　Ａ（人） 86,418 ▲ 1,376

処理区域内人口　Ｂ（人） 33,139 ▲ 679

処理区域内水洗化人口　Ｃ（人） 28,768 ▲ 209

普及率　Ｂ／Ａ（％） 38.3 ▲ 0.2

水洗化率　Ｃ／Ｂ（％） 86.8 1.1

年間有収水量（㎥）※ 3,712,778 ▲ 183,943

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 7 億 1,668 万円 7 億 1,550 万円 ― 増減額 ▲ 118 万円

資本的支出 22 億 147 万円 20 億 7,848 万円 8,051 万円 不用額 4,248 万円

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 8 億 7,955 万円 4 億 4,788 万円 ― 増減額 ▲ 4 億 3,167 万円

資本的支出 15 億 9,657 万円 10 億 9,125 万円 4 億 3,554 万円 不用額 6,978 万円

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

下水道事業収益 25 億 3,555 万円 25 億 3,856 万円 ― 増減額 301 万円

下水道事業費用 24 億 2,030 万円 22 億 9,916 万円 ― 不用額 1 億 2,114 万円

水

道

事

業

下

水

道

事

業

■水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）

■給水状況

■処理状況

■市債残高　107 億 3,985 万円

■市債残高　120 億 8,554 万円

※使用料徴収の対象となった汚水量

■下水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）
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